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施設見学、観察調査

大学院授業
「（仮）ライフイノ
ベーション演習」
として、他専攻の
学生にも開放
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造 技術革新を中心とした工学教育

これまでの教育研究フィールド

ライフ・イノベーション・ワークショップ・プログラム
生活に新たな価値を創造するイノベーション教育プログラム

生活への展開
Life Innovation

１）問題解決型発想法と創造力の育成：
人間を中心としたデザインによるイノ
ベーション（Human Centered Design 
Innovation）の過程を学ぶ。

２）デザイン・スキル教育：
問題解決のための調査手法、立案のた
めのエスキス、モックアップ制作、プ
レゼンテーション手法を学ぶ。人に伝
え、人を説得するための技術を高める。

３）デザイン・マネジメントの理解：
デザイン・プロジェクトを具体化して
いくための、デザイン開発体制（組織）、
社会・経済システム（制度）、デザイン
経営（戦略）についての講義（デザイ
ン教育や人的ネットワークについての
講義も含む）により、デザインの社会
的役割と可能性について理解を深める。

chapter 1 chapter 2 chapter 3

chapter 4

◯これまでの技術革新を中心とした工学教育には生活
価値創造の視点が少ない。LIDEE により人々のQOL
の向上を目指しライフイノベーションを実現させる。
◯理系の専門知識を用いながら、創造的に問題を解決
する能力、社会的価値を創造する能力を養成する。

◯社会を観察し、問題を発見し、様々な技術を応用
　しながら、創造的にイノベーションを実現する。
　そのプロセスを学ぶプログラム。

QO
L の
向上　　　　　による

ライフイノベーション
教育プログラム

社会基盤、インフラや
生産技術への展開理系の専門知識
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人間・環境科学科の科目、「人間環境科学実験実習 I, II, III」のなかから 30 時間を充てる。総合研究棟 702 室（予定）


